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保育における「子どもの遊び」を具体的に
イメージするための実習指導
― 振り返り用紙による授業実践を通して ―
西　隆太朗※・伊藤美保子※
Helping Students practically Imagine Play in Preschools Internships
with Reflection Forms
Ryutaro Nishi and Mihoko Ito
　Play is vitally important in child development. In teaching students in preschool 
internships, it is important to help them practically imagine play. Some types of forms 
were developed for students to write reflection on their practice in play scenes after 
the experience of internship. The reflection forms proved useful to share childcare 
experiences in play scenes among students. The viewpoint of spontaneous play in the 
reflection form facilitated students' reflection on the process and meaning of play. Some 
case examples are detailed and discussed.
Key words : preschool internship, play, lesson practice
1．保育実習における「遊び」とその共有
（1）保育実習における「遊び」
　「幼児が自分自身を打ち込んで、ひたむ
きに遊ぶ姿を生み出すところに、保育のは
たらきがある。ひたむきに遊ぶ幼児の姿に
は、人を魅きつける力がある。〔中略〕む
かしから、子どもは遊ぶことによって、人
間となってきた。現代においても、遊ぶ姿
を実現することは、保育の中心課題である」
（津守 ,1980, p.4）。
　保育の中で大切なことはたくさんある
が、なかでも子ども達の遊びをどう理解し、
遊びにどうかかわっていくかは、保育者に
とってもっとも重要な課題の一つである。
　保育実習において、実習生は自分なりの
計画を準備して、保育にあたる。子ども達
の生きた姿に出会いながら、自分自身で考
え、判断しておこなう実習体験から、学ぶ
ことは多い。
　とくに遊びの実習では、それぞれの実習
生なりの創意工夫、個性、主体性が生かさ
れるし、また必要とされる。実習生には、
担当するクラスの子ども達の発達や興味を
よく理解しながら、自分なりの遊びを考え、
実践することが求められる。
　保育実習で遊びを担当するとき、どんな
遊びがいいか、実習生たちは、実習が始ま
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る前にも、また実習でクラスに入ってから
も、一生懸命に考えている。
　“子ども達は、どんな遊びを楽しんでく
れそうか”、“自分がやってみたい遊びは、
子ども達の発達に即したものになっている
か”、“いまの季節に合った遊びはどんなも
のがあるか”、　“遊びのためにどんな環境
構成ができそうか”など、さまざまな思い
をめぐらせながら、一人ひとりの実習生が
実習 I・II の期間、自分なりに計画した保
育に取り組み、子ども達とともに遊びを展
開している。
　ただし、実習生にとって、乳幼児期の子
ども達とかかわる経験は、ほとんど初めて
であることも多く、そのために実習にとま
どいを感じたり、遊びをなかなかイメージ
しにくいところがある。関連する授業や資
料が助けになるのはもちろんだが、最終的
には実際のクラスや子ども達と出会ったう
えで、一人ひとりの実習生が創意工夫しな
がら、自分なりに取り組むことになる。し
かし、実習生の遊びがどうしても似たよう
なものばかりになってしまっているとは、
実習園からもよく聞かれるところである。
子ども達の遊びにもっと広がりがあること
を、実習に行く前にも、行ってからも、考
えたり感じておいてもらうために、事前指
導などで遊びのイメージをつかんでもらう
工夫が必要だと考えられた。
（2）遊びの共有
　このような実習指導の一環として、筆者
らは、保育実習における遊びを振り返り用
紙にまとめ、他の実習生や先輩・後輩の間
で共有していく授業実践を、これまで 5 年
間にわたっておこなってきた。
　遊びの理解は、指導法や保育内容に関す
る講義・演習の中でも進められているが、
これに加えて、実習指導の中では、現場で
展開した遊びの内容を共有したり、先輩が
体験したことを後輩に伝えることで、さら
に実際的な理解を進めたり、実習前に遊び
を具体的にイメージしてもらうことを目指
した。
　本研究では、遊びの振り返りによる授業
実践を報告し、実習生の記述などと合わせ
て、よりよい実習指導への役立て方につい
て考察する。
（3）遊びの振り返りを用いた実習指導に
関する先行研究
　遊びについて、保育現場に根差した振り
返りを用いて実習指導をおこなう試みは、
まだほとんど研究されていない。
　振り返りは事後指導の中でおこなわれる
が、全国保育士養成協議会（2007）による、
実習指導の「ミニマムスタンダード」にお
いては、事後指導の計画として「実習内容
を確認させる」「実習施設からの評価を知
らせる」「今後の方向性を明確化する」と、
実習での達成に直結するものが主に挙げら
れており、保育体験の省察や何らかのテー
マに関する振り返り、さらには共有は、養
成校で最低限必要と考えられる「ミニマム」
に含まれるとは限らないようである。こう
した「ミニマム」な、実習での達成・非達
成に関する振り返りももちろんのことなが
ら、それを超えて、実習を、子どもについて、
保育とは何かについて、現場から学ぶ機会
と捉えていくことも重要だと考えられる。
　黒岩（2002）は、運動遊びを指導する立
場から、保育実習を終えた実習生に、実習
でおこなった運動遊びを報告させた。その
結果、12 のカテゴリーについて、それぞ
れ多様な遊びがみられ、たとえば「鬼ごっ
こ」のカテゴリー一つをとっても 14 種ほ
どのバリエーションがあり、それぞれに実
習生が配慮したこと、困ったことなどが挙
げられた。このような報告からは、現場に
おける子どもの遊びがきわめて個性的で多
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様に展開するものであることが実感され
る。
　遊びの保育実習指導に関する論文が数少
ない中で、看護実習に関する研究ではある
が、平元・野村（2001）は、遊びの実習指
導を論じている。実習後の自由記述をカテ
ゴリーごとに分類したものによると、実習
生は病児と遊ぶ実習において、遊びの意
義、子どもの姿、子どもたちへの配慮など
を深く感じ取ってくるようである。これら
をもとに、「遊びを患児のケアの一部とし
て、捉えることができるように関わる」カ
ンファレンスが必要だと提案している点
は、遊びが保育者の養護的働きに支えられ
て展開する保育においても、重要な指摘だ
と考えられる。
　このような振り返りの成果を、指導にど
う具体的に生かしていくか、その方法につ
いて、本研究のように具体的に詳述してい
くことは、よりよい実習指導をおこなうう
えで意義があると考えられる。
2．方　法
　授業内容としては、保育実習を終えたあ
と、大学でおこなう事後指導の時間に、一
人一枚ずつ振り返り用紙を配布し、実習中
に体験し、見てきた遊びを書きだす時間を
設けた。こうしてできあがった振り返り用
紙は、実習生どうしで参考にしてもらった
り、次年度に実習を体験する後輩への資料
にしたりした。
　本学では、40 名の実習生が、2 年生の秋
に実習 I として 10 日間、その後 3 年生で
の施設実習を経て、4 年生の夏に実習 II と
して 10 日間、保育園実習をおこなってい
る。実習 I、実習 II、いずれについても、
この遊びの振り返りをおこなった。
　遊びの振り返りのために、振り返り用紙
の中にいくつかの観点を設定したが、5 年
間の授業実践を経験する中で、観点を工夫
し、深めていった経緯がある。それぞれの
実践と結果について、結果と考察 I（「季
節の遊び」を中心に）、結果と考察 II（「子
ども達から生まれた遊び」の観点を取り入
れて）に分け、考察と合わせて、以下に報
告したい。
3．結果と考察Ⅰ―「季節の遊び」を中心に
　振り返り用紙の縦軸に年齢（0 〜 5 歳）、
横軸に次のような遊びの分類を記載した
（「自由遊び（室内）」、「自由遊び（戸外）」、
「季節の遊び」、「実習生がおこなった遊び」、
「絵本」、「手遊び・歌・わらべうた」）。
　このように、園で見せていただいた遊び
と、実習生自身がおこなった遊びの両方を
記入できるようにした。また、室内・戸外
など状況の違いによる遊びの広がりや、絵
本・手遊び・歌・わらべうたなどのさまざ
まな活動も取り入れた。
　「季節の遊び」の観点を設定することで、
自然環境の変化に沿った季節感のある遊び
を知ることができるようにした。また、毎
年実習時期は 2 年生が秋、4 年生が夏と変
わらないので、振り返り用紙を共有するこ
とによって、その時期の遊びが次の学年に
引き継いでいけるようにした。
　実習生へのフィードバックについては、
年によってさまざまな形を試行した。カ
ラーの絵をかわいらしく描いたりして熱心
に作り上げてくれた年などは、実習生が書
いた用紙全員分をコピーして綴じ、配布・
共有したこともあった。また、次の事後指
導の時間に全員がホワイトボード上に主
だった遊びを記入していき、全体で一つの
表のようにしたこともある。把握のしやす
さを考えて、全員の書いた内容をこちらで
一枚にまとめたうえで配布したこともあっ
た。
　次に示すのは、筆者らがまとめた遊びの
表の一例である（図 1）。その季節におけ
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る、各年齢ごとの遊びが、一覧できるよう
になっている。
　こうした資料をヒントに、学生たちがよ
り幅広く、また担当する子ども達の年齢に
合った遊びを、展開できるようになって
いった。
　ある 2 年生は、はじめての実習体験で
あったが、実習中に遊びだけで 7 種類の部
分指導を担当することとなった。2 歳児の
子どもたちに、「秋の木々のスタンピング」
「小麦粉粘土のお弁当作り」「動物たちのス
トーリーの模倣遊び」「シール貼りとお絵
かきを合わせた服づくり」「ボールの的当
て」「ちぎった新聞紙で紙人形を作る」「ク
リスマスリースの紐通し」を、いずれも子
ども達のその時々の興味を取り上げた遊び
としておこない、子ども達がよく楽しんだ
ことや、遊びの展開や発想の豊かさを、実
習担当の先生方にも高く評価していただく
ことができた。実習生にとってはじめての
実習では、遊びの発想がなかなか広げられ
ないこともある中、子ども達の興味に即し
つつ自らの発想を活かした遊びを展開でき
たことは、一つの成果であったと言える。
子ども達の実態を踏まえた遊びを自分なり
に考えていく際、こうした遊びの資料をも
とに、多様な遊びをイメージできているこ
とが、一つのヒントになったと思われる。
　また、自らが担当したクラスの年齢ばか
りでなく、さまざまな年齢の遊びを一覧で
きたことは、保育園での遊び全体を知るこ
とにつながり、今後の実習や保育者となっ
たときのことを考えても意義があると思わ
れる。
4．結果と考察Ⅱ―「子ども達から生まれ
た遊び」の観点を取り入れて
（1）「子ども達から生まれた遊び」
　実践 I により、実習生たちは、遊びを広
くイメージしたうえで、自分なりの遊びを
展開することができるようになってきた。
　しかし、実習生自身が遊びを指導するの
は重要な経験ではあるが、一方で、遊びは
子ども達自身から生み出されるものでもあ
る。塩川（2006）が指摘するように、あら
かじめ用意されたり決められたりしていな
い、子ども達から自然に生まれる「名のな
い遊び」の中に、遊びの本質が現れること
も少なくない。そうした遊びが、子ども達
が主体性を伸ばしていくうえで、人として
成長していくうえで、たいへん重要だと考
えられる。
　また、実習生が自ら指導する場合でも、
子ども達の興味・関心をよく見て、それを
遊びに取り入れていくことが重要である。
園でおこなわれている遊びだけでなく、そ
の時々に、子ども達が自ら創りだし、心の
底から楽しんでいることが何か、気づくこ
とのできる眼を持っていることが必要であ
ろう。
　したがって、「子ども達から生まれた遊
び」を実際によく見ておくことが、遊びの
より深い理解や、子ども達に即した遊びの
指導につながると考えられる。この観点を
取り入れたことが、今回の振り返り用紙の
大きな変更点である。
　また、園で見られた遊び、実習生がおこ
なった遊びについても、前節で示した授業
実践では、幅広く知ることを主としたが、
今回は次のように、遊びの中身やより実践
的な内容にも触れられるような観点を加え
た。
（2）「お楽しみ会など」
　お楽しみ会、誕生会や、実習の締めくく
りにおこなわれるお別れ会などでは、幅広
い年齢の子ども達が参加するため、発達の
異なる子ども達みんながともに楽しめるも
のにするには、さまざまな工夫が必要であ
る。そのような工夫も共有できるよう、「お
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楽しみ会など」の項目も設けた。「対象・
流れ・手遊び・ペープサート・リズムなど」
を着目のヒントとした。
（3）遊びの流れ
　同じような遊びであっても、実際の流れ
や展開はさまざまに異なっている。こうし
た遊びの中身も記入することによって、実
習にあたる際の具体的な工夫なども含め
て、より深く遊びを共有できるようにした。
　項目は「（設定）遊び」とし、実習生が
おこなった遊びのうちの一つを選び、おお
よその時間経過に沿って詳しく書くことと
している。「導入・流れ・遊び・展開・ま
とめ・片づけ」を着目のヒントとした。
　たとえば、実習生がよくおこなっている
新聞紙の遊びにしても、ちょっと工夫する
だけでずいぶん違う展開になる。子どもの
その時々の反応や気持ちを取り入れて、他
の子どもたちに伝えていくことや、子ども
達と保育者が楽しみを共有することによっ
て、遊びは広がっていく。「新聞遊び」の
ように名づけてしまうだけではなくて、遊
びの流れや展開を、実際におこなってみた
子どもの反応なども含めて書くと、遊びの
実際が他の実習生達にもよく伝わるものに
なると考えられる。
（4）記述のための項目
　以上のように、今回は次のような項目を
設定することとした（「子ども達から生ま
れた遊び」、「お楽しみ会など」、「（設定）
遊び」、「自分で考えた遊び」〔「（設定）遊び」
以外におこなった遊びを記入する〕）。
　したがって今回は、第一に、遊びを見る
視点を掘り下げ、子ども達をより深く見る
ことと、第二に、実習生がおこなう遊びの
展開を含めて、より具体的に見ることを目
指した。
　次に、事後指導の際に実習生が記入した
振り返り用紙から、読み取られたことを報
告し、考察する。
（5）実習生の記述から―「子ども達から
生まれた遊び」
　「子ども達から生まれた遊び」での記述
は、実習生によってそれぞれ異なる個性あ
るものとなった。大人が思いつかないよう
な遊びを生み出す子ども達の創造性にあら
ためて気づかされることもあれば、子ども
達の姿を繊細に捉える実習生の感性も読み
取ることができた。
　子ども達の遊びをよく見てきたある実習
生の記述を例示する。
　ジャングルジムを病院に見立てて、
医者役の子から、自然とお医者さんごっ
この遊びが始まっていました。医者の
台詞や、注射器・聴診器を当てるしぐさ、
砂を薬に見立てて処方するなど、普段
病院に行ったときに、よく大人の様子
を観察し、遊びにうまく取り入れてい
るなと思いました。
　また、患者役は、通りがかった子が
なっていて、自分の遊びをしながらも、
おもしろそうなことをしている雰囲気
をかぎつけて参加し、自分の遊びに戻っ
ていくというふうに、いろいろな友達
が参加し、かかわりあっていました。
　ジャングルジムの一番下に立ち、一
人ずつ問題を考えて出します。それに
答えられたら、一段ずつ上に登ってい
き、一番初めに頂上に行けた人が勝ち、
というゲームを、男の子が生みだして
いました。はじめは問題を出した子し
か分からないような質問が多かったの
ですが、私がする質問をまねするなど、
徐々に他の子も応えられるような問題
が出るようになり、楽しめるゲームへ
となっていきました。
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　ここで実習生は、同じジャングルジム一
つから、さまざまな遊びが広がっていくこ
とに気づいている。大人をよく見ている子
どもの観察眼や、通りがかりの子が自分の
遊びをしながらも参加していくように、い
かに子ども達が柔軟かが、子ども達の様子
一つひとつの中に、よく捉えられている。
子どもの遊びとはどんなものか、「子ども
達から生まれた遊び」に着目することを通
して、生きた気づきが生まれている。
　また、ジャングルジムでのクイズゲーム
では、アイディアを思いついた男の子の気
持ちを感じ取りながら、実習生が参加し、
男の子の「まね」をすることで、あともう
一歩と楽しみきれないでいた遊びが、少し
ずつみんなが参加してともに楽しめるもの
に変わっていった。ここには、遊びを生み
出す子どもの主体性を大事にしながら、大
人の理屈や「指導」ではなく、その子に倣
うことで、遊びをつないでいくという、遊
びを捉え、遊びにかかわる実習生の保育的
感性が表れている。
　このように、40 人の実習生に記述して
もらった「子ども達から遊び」は、実習生
のみならず筆者らにとっても、そこに描か
れた子ども達の姿から、また実習生の保育
的感性から、学ぶところの多いものであり、
今後の実習生たちにも引き継いでいきたい
と感じさせられるものであった。
（6）実習生の記述から―「お楽しみ会など」
　先述の「子ども達から生まれた遊び」の
他にもいくつかの項目があったが、ここで
は「お楽しみ会など」を取り上げる。ここ
には、異年齢の子ども達への配慮と、遊び
の流れの両方が含まれるからである。
対象：4・5 歳　37 名　30 分
★ 手遊び「はじまるよ」
★ クイズ「私はだれでしょう」
　実習生があるものに変身して、何に
なったかを当てるゲーム。子どもたち
に「あなたはだあれ？」と聞いてもらい、
用意した 3 つのヒントを出しながら、
「私は○○です」と答えが出るよう勧め
ていった。これまでの実習生の遊びの
指導に出てきたものと、次のペープサー
トにつながるものとして、「かきごおり」
「ロケット」「かぶ」の 3 問を出した。
★ ペープサート「大きなかぶ」
　実習生二人でお楽しみ会を担当した
ので、二人だけでも多くの登場人物が
同時に動かせるよう、工夫した。
※ 4・5 歳対象の内容としては、少し簡
単すぎるお話だった。もう少し展開の
ある内容のお話を選んだ方がよかった。
歌を一緒に歌ったり、かけ声を一緒に
かけられるよう、工夫した。
　多くの子ども達が参加するお楽しみ会を
どのように進めるか、実習生なりに導入か
ら展開を工夫していったことが示されてい
る。特別な指示はしていなかったにもかか
わらず、実際にやってみた結果から進んで
反省を書いているのは、振り返りが生む自
然な効果なのかもしれない。
「大きなかぶ」のペープサートについては、
この振り返り用紙に記入するだけでなく、
実習生たちが時間外に研究室を訪れ、実際
に見せてくれた。図 2 のようにたくさんの
人物が並ぶペープサートだが、裏面は図 3
のようになっていて、下の方で棒状の段
ボールでつながれていて、一度に動かすこ
とができる。
　苦労して制作したことや、実習の中でう
まくいって嬉しかったこと、思うほどうま
くいかなくて残念だったことなど、筆者ら
に生き生きと語ってくれて、実習への想い
を共有することができた。定められた「実
習指導」の時間や、書き物としての「用
紙」ばかりでなく、人と人が語り合うカン
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ファレンスや、それよりも日常的な出会い
の中で、このように保育の振り返りをとも
にし、想いを共有すること ― そうした出
会いが、保育を学ぶうえでかけがえない機
会であるように感じられた。その背景とし
ては、実習生が進んで話し合いたくなるよ
うな、実習生と教員の信頼関係が、もっと
も重要であると思われる。
図 2　「大きなかぶ」のペープサート（表側）
図 3　「大きなかぶ」のペープサート（裏側）
　このペープサートの力作は、保育実習室
に残してもらうことができた。振り返り用
紙に描かれた「お楽しみ会」の展開ととも
に、目に見えて手で触れられる実物によっ
て、保育の振り返りが後輩たちに実感を
持って伝えられるものと思われる。
5．おわりに─振り返りの体験から
　実習期間は毎年ほぼ変わらないので、実
習の季節の遊びが集約された資料を作成
し、蓄積することができた。実習生は担当
のクラス・年齢を中心に経験を積むが、そ
のクラスだけでなく他の年齢での遊びや、
実習生自身の遊びだけでなく園でおこなわ
れている遊びなど、その季節における保育
園全体の遊びを概観できる資料を構成する
ことができた。この資料が、後輩の実習生
が実習に取り組む際のヒントになってい
る。また、季節を問わず、年間を通してお
こなわれる遊びもあるため、その季節以外
にも参考になる資料となった。
　遊びの種類を挙げるだけでなく、どんな
遊びをどんな流れで進めたか詳しく書いて
もらったことによって、実習生それぞれの
工夫や、園での実際の遊びの様子が伝わる
ものになった。こうした具体的な資料は、
実習生たちが自分なりに工夫を重ねるよう
触発するものと考えられる。
　新たに「子ども達から生まれた遊び」の
観点を取り入れることによって、実習生の
個性ある保育的感性が触発された。実習に
おいては、ときに「手遊びをいくつできる
か」「子どもをひきつける視覚的な遊びが
できるか」のように、遊びの外形の方にが
注目されることが少なくない。しかし、よ
く準備された指導案に沿って展開できる力
ももちろんのことながら、子ども達にとっ
て遊びとはどんなものか、さまざまな角度
から捉え、その本質について思いを馳せる
ことのできるような実習生を育てる指導が
必要ではないだろうか。
　保育者は、子どもの興味がどこにある
か、どんな環境で遊ぶのがふさわしいかな
ど、つねに真摯に考えていくことが必要で
ある。これまでの実習指導において、遊び
の振り返りの方法についての試行を重ねて
きたことは、保育者としての省察の姿勢を
育むことに少しでもつながっているのでは
ないかと思われる。
　遊びの経験を実習生どうし、あるいは先
輩・後輩と共有していくうえでは、さまざ
まなまとめ方や提示方法が考えられる。ま
た、そうした方法を生きたものにするため
には、背景としての信頼関係が重要であ
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る。今後もこうした指導のあり方について
試行・検討を重ねていきたい。
（本研究は、保育実習指導に関する二つの
発表、西・伊藤（2011）、西・伊藤（2012）
をもとにしたものである。）
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